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千
金
方
に
お
け
る
畳
字
に
つ
い
て
の
考
察

〔
要
旨
〕
現
在
、
世
に
広
ま
っ
て
い
る
千
金
方
は
、
北
宋
の
一
○
六
六
年
に
校
正
医
書
局
が
統
一
・
改
訂
し
て
刊
行
さ

れ
た
宋
改
本
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
宋
改
を
経
て
い
な
い
千
金
方
に
は
、
「
千
金
方
‐
遣
唐
使
将

来
本
』
、
「
新
離
孫
真
人
千
金
方
』
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
ス
タ
イ
ン
本
」
、
ロ
シ
ア
の
夛
ズ
ロ
フ
本
』
の
４
系
統
が
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
お
け
る
畳
字
を
調
査
し
た
。
「
々
」
（
ノ
マ
鮎
）
は
室
町
期
の
文
献
に
は
既
に
そ
の
使
用
例
が
見
ら

れ
、
日
本
製
の
畳
字
で
あ
る
。
『
遣
唐
使
将
来
本
』
で
は
、
ノ
マ
鮎
と
二
の
鮎
の
二
種
類
の
畳
字
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

「
遣
唐
使
将
来
本
』
は
、
建
治
三
年
二
二
七
七
）
の
和
気
仲
景
抄
本
で
校
訂
さ
れ
、
永
正
か
ら
天
正
三
年
（
一
五
七

五
）
ま
で
和
気
（
半
井
）
家
に
あ
っ
て
伝
承
・
抄
写
さ
れ
て
き
た
と
い
う
「
遣
唐
使
将
来
本
』
の
巻
末
の
識
語
と
、
畳

字
を
使
用
は
矛
盾
せ
ず
、
『
遣
唐
使
将
来
本
」
の
巻
末
の
識
語
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
示
唆
さ
れ
た
。

ま
た
、
カ
ナ
部
分
に
使
用
さ
れ
て
い
た
畳
字
を
考
察
し
、
こ
の
カ
ナ
は
、
鎌
倉
中
後
期
か
ら
室
町
初
期
の
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
。
「
新
離
孫
真
人
千
金
方
』
、
「
コ
ズ
ロ
フ
本
』
で
は
同
じ
文
字
を
繰
り
返
す
か
、
二
の
鮎
を
用
い
て
い

た
。
「
ス
タ
イ
ン
本
』
で
は
同
じ
文
字
を
繰
り
返
す
文
の
部
分
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
－
千
金
方
、
畳
字
、
遣
唐
使
将
来
本
、
新
離
孫
真
人
千
金
方
、
ス
タ
ィ
ン
本
、
コ
ズ
ロ
フ
本
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『
遣
唐
使
将
来
本
」
（
図
１
）
に
お
い
て
、
「
一
こ
及
び
「
々
」
の
二
種
類
の
畳
字
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
『
遣
唐
使
将
来
本
」
で
「
々
」

の
字
を
用
い
ら
れ
た
所
は
『
新
雛
孫
真
人
千
金
方
」
（
図
２
）
で
は
、
同
じ
文
字
を
繰
り
返
し
て
い
る
か
繰
り
返
し
文
が
書
か
れ
て
い
た
。

ま
た
、
二
の
鮎
の
使
用
も
見
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
「
ス
タ
イ
ン
本
」
（
図
３
）
で
は
、
畳
字
を
使
用
す
る
よ
う
な
文
章
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
言
ズ
ロ
フ
本
」
（
図
４
）
で
は
、
同
じ
文
字
を
繰
り
返
す
部
分
と
、
畳
字
と
し
て
は
二
の
鮎
を
使
用
し
て
い
た
。

使
用
し
た
。

『
遣
唐
使
将
来
本
」
、
『
新
雛
孫
真
人
千
金
方
」
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
ス
タ
イ
ン
本
」
、
ロ
シ
ア
の
ラ
ズ
ロ
フ
本
」
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
、

畳
字
を
使
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
た
。
「
遣
唐
使
将
来
本
」
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
五
八
函
九
号
、
複
’
四
四
一
八
）
を

千
金
方
は
、
唐
代
七
世
紀
中
葉
に
孫
思
遡
が
編
纂
し
、
そ
の
後
、
北
宋
の
一
○
六
六
年
に
校
正
医
書
局
が
統
一
・
改
訂
し
て
初
刊
行

し
た
が
、
現
在
の
流
布
本
は
宋
改
に
よ
る
大
規
模
な
改
訂
の
た
め
、
唐
代
の
も
と
も
と
の
姿
を
失
っ
て
い
る
。
宋
改
を
経
て
い
な
い
千

金
方
に
は
、
「
千
金
方
‐
遣
唐
使
将
来
本
」
、
「
新
雛
孫
真
人
千
金
方
』
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
ス
タ
イ
ン
本
」
、
ロ
シ
ア
の
弓
ズ
ロ
フ
本
」
の

（
１
）
（
２
）
（
３
）
（
４
）
（
５
ｘ
６
）
（
７
）

四
系
統
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
は
、
同
じ
様
に
宋
改
を
経
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
文
字
に
多
く
の

合
致
を
認
め
る
も
の
の
、
詳
細
な
点
で
差
異
を
認
め
る
。
今
回
、
我
々
は
、
こ
の
差
異
の
う
ち
、
畳
字
を
中
心
に
考
察
し
た
。

ま
た
、
「
遣
唐
使
将
来
本
」
と
『
小
品
方
」
と
同
じ
内
容
が
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
を
比
較
し
た
。

【
結
果
】

【
方
法
一

‐

緒
言
一
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『
遣
唐
使
将
来
本
」
の
カ
ナ
中
の
畳
字
に
は
、
「
く
」
、
「
ノ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
（
図
５
）

「
小
品
方
」
と
「
遣
唐
使
将
来
本
」
が
引
用
し
た
同
じ
文
章
を
比
較
す
る
（
図
６
）
と
、
「
小
品
方
」
で
は
、
二
の
鮎
を
使
用
し
て
い

る
の
に
対
し
、
『
遣
唐
使
将
来
本
」
で
は
、
一
つ
の
文
章
に
ノ
マ
鮎
と
二
の
鮎
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
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｢千金方一遣唐使将来本』

室町紗本といわれる。

巻末に多数の識語があり、それらより正和四年(1315)の

和気嗣成手抄本に基づき、建治三年(1277)の和気仲景抄

本で校訂され、永正から天正三年(1575)まで和気（半井）

家にあって伝承・抄写されてきたとされる。現在は、宮内

庁書陵部に所蔵（五五八函九号）されている。

図1

『新雌孫真人千金方』

三菱財閥二代目岩崎弥之助が陸樹藩より購入し静嘉堂文庫

に収められている。この文中では同じ文字を繰り返すか、

繰り返し文を使用するか、または二の鮎が用いられていた。

図2
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図4『コズロフ本j

1907～08年、ロシアのコズロフも

カラホトで大量の文献遺物を発掘

した。そのうち、『コズロフ本』は

サンクトペテルベルグの東方学研

究所に収められている。この文中

では同じ文字を繰り返すか、繰り

返し文を使用するか、または二の

鮎が用いられていた。

｢スタイン本』

イギリスのスタインは1917年

流沙に埋没したカラホトに

て多数の文献遺物を発掘し

た。そのうちスタイン本は大

英図書館のKK.2..0285.6.iv

として収められている。こ

の文中では、同じ文字を繰

り返す文の部分が含まれて

いなかった。

図 3

篭腎デー 愚風

『千金方」－遣唐使将来本のカナ中の畳

字には、「<」、「ノ」が使用されてい

た。「〈」の畳字は、起筆部の位置が

二字のカナの下字の右傍よし)やや下方

で起こっている。遣唐使将来本のカナ

は墨書で書かれており、ヲコト点は朱

書で示される「朱皇両点」の体裁がと

られている。

図5

紳稗藤:識

霞
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『小品方』 ｢千金方」一遣唐使将来本

図 6 同じ引用から取られた文。

『小品方』では、二の鮎を使用しているのに対し、遣唐使将来本

では、一つの文章にノマ鮎と二の鮎の両方が用いられていた。

『小品方」では「民」の字を用いているのに対し、「民」の字が

避忌として使用を避けられているため、千金方では「人」の字

を用いている。
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「
々
」
、
「
、
」
、
「
く
」
、
「
、
」
、
「
｜
こ
は
、
畳
字
、
繰
り
返
し
符
号
、
反
復
符
、
踊
り
字
、
か
さ
ね
字
、
反
覆
音
符
な
ど
様
々
に
呼
ば

れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
上
は
、
「
白
画
○
の
罰
シ
勺
閏
○
弓
固
罰
少
目
○
三
富
シ
”
昼
が
正
式
な
名
前
と
し
て
ご
扇
温
ｓ
呂
菖
邉
邑
に

（
８
）
（
９
）
（
叩
〉
（
Ⅱ
）
（
辺
）
（
耐
）

規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
中
で
は
、
畳
字
と
言
う
用
語
を
使
用
し
た
。
畳
字
は
、
す
で
に
、
段
代
に
は
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

（
Ｍ
）

段
の
金
文
中
に
読
み
と
ら
れ
る
こ
と
か
ら
判
っ
て
い
る
。
段
、
周
、
漢
、
魏
、
晋
、
唐
と
畳
字
は
多
用
さ
れ
て
き
た
が
、
通
例
．
こ

（
吃
）

の
字
で
利
用
さ
れ
て
い
た
。
畳
字
で
あ
る
「
々
」
の
字
は
「
全
」
ま
た
は
「
｜
こ
か
ら
、
生
じ
た
と
い
う
二
つ
説
が
あ
る
。
「
々
」
は
、

（
８
）

大
阪
大
学
文
学
部
の
岡
島
昭
浩
氏
の
ペ
ー
ジ
で
、
お
ど
り
字
に
関
す
る
文
部
省
の
通
知
（
二
一
年
三
月
と
あ
る
が
案
で
施
行
さ
れ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
）
の
中
に
「
同
（
ど
う
）
の
字
鮎
」
と
あ
る
。
「
々
」
の
字
は
、
「
全
」
の
字
か
ら
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

（
８
）
（
９
）

る
と
あ
る
。
同
の
字
点
以
外
の
畳
字
は
、
今
で
は
手
書
き
の
文
章
ぐ
ら
い
で
し
か
目
に
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
の
字
点
以

外
は
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
ほ
う
が
望
ま
し
い
、
と
い
う
文
章
表
記
法
の
基
準
が
一
九
五
○
年
に
文
部
省
か
ら
出
て
い
る
た
め
と
さ
れ

（
９
）
（
応
）

る
。
現
在
「
々
」
と
い
う
字
が
比
較
的
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
の
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
「
康
煕
字
典
」
中
に
は

「
々
」
と
い
う
漢
字
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
「
｜
こ
と
い
う
漢
字
も
存
在
し
て
い
な
い
。
日
本
の
辞
典
で
の
扱
い
は
、
さ
ま
ざ
ま

（
８
）
（
９
）
（
脇
〉
（
〃
）
（
岨
）
（
肥
）
（
脚
）
（
訓
）

で
、
漢
字
と
し
て
扱
わ
な
い
も
の
、
同
一
文
字
畳
用
の
記
号
と
し
て
記
載
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
漢
字
の
反
復
に
専
ら
使
用
さ
れ
る

（
幻
）
（
蛇
）

「
々
」
は
、
中
世
後
半
期
（
室
町
期
）
の
文
献
に
は
既
に
そ
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。

『
遣
唐
使
将
来
本
」
に
は
巻
末
に
多
数
の
識
語
が
あ
り
、
そ
れ
ら
よ
り
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
の
和
気
嗣
成
手
抄
本
に
基
づ
き
、
建

治
三
年
二
二
七
八
）
の
和
気
仲
景
抄
本
で
校
訂
さ
れ
、
永
正
か
ら
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
ま
で
和
気
（
半
井
）
家
に
あ
っ
て
伝

（
ｌ
×
鋤
×
”
）

承
・
抄
写
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
千
金
方
第
一
井
序
の
部
分
に
蔵
書
印
「
吉
氏
家
蔵
」
の
陰
刻
印
記
が
あ
る
た
め
、

（
１
）

天
正
三
年
以
降
に
吉
田
家
へ
所
蔵
が
移
っ
た
と
真
柳
は
推
測
し
て
い
る
。
さ
ら
に
文
政
年
間
（
’
八
一
八
～
一
八
二
九
）
に
書
店
の
英

【
考
察
】
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平
吉
の
手
を
へ
て
、
多
紀
元
堅
が
購
入
を
し
、
現
在
は
、
聿
修
堂
（
江
戸
医
学
館
）
か
ら
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
が
移
っ
て
い
る
。
ま

た
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
は
「
真
本
千
金
方
」
の
名
が
与
え
ら
れ
、
松
本
幸
彦
の
出
資
、
多
紀
元
堅
の
序
に
よ
り
、
オ
コ
ト
点

（
別
）

ま
で
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
模
刻
さ
れ
た
。

「
遣
唐
使
将
来
本
」
以
外
に
日
本
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
宋
改
を
経
て
い
な
い
千
金
方
に
は
、
『
新
雛
孫
真
人
千
金
方
』
が
あ
る
。
「
新
雛

孫
真
人
千
金
方
」
三
○
巻
は
、
巻
一
～
五
・
二
～
一
五
・
二
一
～
三
○
が
南
宋
版
で
、
そ
の
他
は
元
明
版
で
補
配
さ
れ
て
い
る
。
一

七
九
九
年
清
の
大
蔵
書
家
・
黄
王
烈
が
入
手
し
、
こ
の
宋
版
部
分
が
宋
改
を
経
て
い
な
い
こ
と
に
最
初
に
黄
杢
烈
が
気
づ
い
て
い
る
。

の
ち
『
新
離
孫
真
人
千
金
方
』
は
清
末
四
大
蔵
書
家
の
一
人
で
あ
る
陸
心
源
の
蔵
書
と
な
っ
た
。
当
時
、
清
に
は
江
戸
医
学
館
本
の
覆

宋
版
『
千
金
方
」
が
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
校
勘
記
が
引
く
遣
唐
使
本
系
と
「
新
離
孫
真
人
千
金
方
」
の
文
字
に
多
く
の

合
致
を
認
め
た
陸
心
源
は
、
孫
真
人
の
真
本
と
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
の
書
を
陸
心
源
の
没
後
、
他
の
蔵
書
と
と
も
に
息
子
の
陸
樹
藩
よ

（
２
）
（
７
）
（
鋤
）
（
訂
）

り
三
菱
財
閥
二
代
目
の
岩
崎
弥
之
助
が
購
入
し
、
明
治
四
十
年
に
静
嘉
堂
文
庫
に
収
め
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
南

宋
版
の
刊
行
で
一
七
九
九
年
ま
で
清
に
あ
っ
た
「
新
離
孫
真
人
千
金
方
」
で
は
ノ
マ
鮎
の
畳
字
は
使
用
し
て
お
ら
ず
、
同
じ
字
を
二
度

続
け
る
か
、
繰
り
返
し
文
を
繰
り
返
す
か
、
二
の
黙
を
使
用
し
て
い
る
。

一
九
○
七
～
○
八
年
、
ロ
シ
ア
の
コ
ズ
ロ
フ
は
カ
ラ
ホ
ト
で
大
量
の
文
献
遺
物
を
発
掘
し
、
現
在
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ベ
ル
グ
の
東

方
学
研
究
所
に
こ
れ
ら
は
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
『
孫
真
人
千
金
方
」
巻
一
三
第
二
○
葉
～
巻
末
第
二
四
葉
ま
で
と
、
巻
一
四

（
二
Ｊ
）
（
６
）
（
７
）

第
一
葉
の
計
六
葉
が
あ
る
。
こ
の
言
ズ
ロ
フ
本
』
の
文
章
の
中
で
は
同
じ
字
を
二
度
繰
り
返
し
て
使
用
し
て
い
る
か
、
二
の
鮎
の
畳

イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
イ
ン
は
一
九
一
七
年
五
月
の
第
三
次
中
央
ア
ジ
ア
探
険
の
時
、
二
世
紀
に
出
現
し
一
四
世
紀
末
に
流
沙
に
埋
没

し
た
カ
ラ
ホ
ト
（
今
の
内
モ
ン
ゴ
ル
額
済
納
旗
付
近
）
で
多
数
の
文
献
遺
物
を
発
掘
し
た
。
そ
の
す
べ
て
が
大
英
博
物
館
と
大
英
図
書

（
７
）

館
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
大
英
図
書
館
の
【
【
函
．
．
ｓ
韻
．
曰
く
は
、
静
嘉
堂
の
未
宋
改
本
「
新
離
孫
真
人
千
金
方
」
と
文
字
の
位
置

第
一
葉
の
計
六
葉
が
」

字
を
使
用
し
て
い
る
。
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カ
ナ
部
分
に
使
用
さ
れ
て
い
た
畳
字
に
は
、
「
く
」
、
「
ノ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
「
く
」
の
畳
字
は
、
起
筆
部
の
位
置
が
二
字
の
力

（
旧
）

ナ
の
下
字
の
右
傍
よ
り
や
や
下
方
で
起
こ
っ
て
い
る
。
小
林
芳
規
に
よ
る
と
二
字
畳
字
で
は
、
時
代
に
よ
っ
て
起
筆
の
位
置
が
異
な
る
。

平
安
期
は
仮
名
二
字
の
上
下
の
右
傍
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
前
半
期
時
代
の
二
字
畳
字
で
は
、
初
期
の
二
、
三
の
例
外
を

除
い
て
、
一
筆
書
き
で
起
筆
部
の
位
置
が
二
字
の
仮
名
の
下
字
の
右
傍
に
移
っ
て
い
る
。
鎌
倉
後
半
期
に
入
る
と
、
畳
字
は
、
下
字
右

（
川
宣
噛
）

傍
の
真
ん
中
よ
り
下
寄
り
の
位
置
よ
り
起
筆
し
て
い
る
。
室
町
時
代
中
期
以
降
で
は
、
「
く
」
の
形
態
の
畳
字
を
使
用
し
て
い
な
い
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
カ
ナ
部
分
に
使
用
さ
れ
て
い
た
畳
字
は
鎌
倉
時
代
中
後
期
か
ら
室
町
初
期
に
書
き
込
ま
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。

尚
、
『
遣
唐
使
将
来
本
」
の
カ
ナ
は
墨
書
で
書
か
れ
て
お
り
、
ヲ
コ
ト
点
は
朱
書
で
示
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
朱
墨
両
点
」
の
体
裁
が
と
ら

れ
て
い
た
。
「
朱
墨
両
点
」
の
体
裁
は
仏
家
と
は
異
な
り
、
漢
籍
を
伝
授
し
た
博
士
家
で
は
、
平
安
時
代
の
様
相
を
承
継
い
で
近
世
に
お

と
が
判
明
し
た
。

ま
で
完
全
に
合
致
し
、
巻
一
三
第
一
四
葉
右
下
の
一
部
だ
っ
た
こ
と
を
小
曽
戸
洋
が
発
見
し
て
い
る
。
こ
の
「
ス
タ
イ
ン
本
」
の
文
中

で
は
、
同
じ
文
字
を
繰
り
返
す
文
の
部
分
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
小
曽
戸
洋
は
、
コ
ズ
ロ
フ
と
ス
タ
イ
ン
の
発
掘
し
た
両

（
弧
）

残
紙
は
同
版
本
か
つ
同
一
本
か
ら
の
別
れ
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
言
ズ
ロ
フ
ー
ス
タ
イ
ン
本
」
の
成
立
は
、
処
方
の
薬
用
量
の

〈
謝
）

度
量
衡
数
字
よ
り
小
曽
戸
洋
は
、
南
宋
本
か
ら
元
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
「
新
離
孫
真
人
千
金
方
」
の
翻
刻
本
と
鑑
定
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
李
継
昌
は
、
十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
初
に
か
け
て
の
印
本
と
推
し
、
あ
る
い
は
、
西
夏
人
が
林
億
ら
宋
改
以
前
の
某
版

（
１
）

を
底
本
と
し
て
坊
刻
し
た
版
か
と
推
測
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
南
宋
本
か
ら
元
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
ま
た
は
、
十
一
世
紀
か
ら

十
三
世
紀
初
に
か
け
て
の
印
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
弓
ズ
ロ
フ
ー
ス
タ
イ
ン
本
」
で
は
ノ
マ
鮎
の
畳
字
は
使
用
し
て
い
な
い
。

一
劃
天
空
）

「
々
」
は
室
町
時
代
の
文
献
に
は
既
に
そ
の
使
用
例
が
見
ら
れ
、
日
本
製
の
畳
字
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
新
雛
孫
真
人
千
金
方
」
、

言
ズ
ロ
フ
ー
ス
タ
イ
ン
本
」
で
、
「
々
」
の
文
字
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
矛
盾
し
な
い
。
「
遣
唐
使
将
来
本
」
で
は
、
ノ
マ
鮎
と
二
の

黙
を
畳
字
と
し
て
用
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
『
遣
唐
使
将
来
本
」
は
、
室
町
時
代
以
降
、
日
本
人
に
よ
っ
て
抄
写
さ
れ
て
い
る
こ
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建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
の
和
気
仲
景
抄
本
で
校
訂
さ
れ
、
永
正
か
ら
天
正
三
年
二
五
七
五
）
ま
で
和
気
〈
半
井
）
家
に
あ
っ
て

伝
承
・
抄
写
さ
れ
て
き
た
と
い
う
『
遣
唐
使
将
来
本
」
の
巻
末
の
識
語
と
、
「
々
」
と
い
う
畳
字
を
使
用
は
矛
盾
せ
ず
、
『
遣
唐
使
将
来

本
」
の
巻
末
の
識
語
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
示
唆
し
た
。

本
論
文
の
要
旨
は
第
五
六
回
日
本
東
洋
医
学
会
総
会
（
富
山
、
二
○
○
五
年
五
月
）
に
て
報
告
し
た
。

（
錫
）

よ
ん
で
お
り
、
畳
字
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
中
後
期
か
ら
室
町
初
期
の
年
代
は
矛
盾
し
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

【
謝
辞
】
高
知
大
学
医
学
部
医
学
科
言
語
分
析
学
阿
部
眞
司
教
授
、
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
小
曽
戸

洋
先
生
に
対
し
ま
し
て
は
、
ご
教
授
．
ご
鞭
燵
い
た
だ
き
感
謝
致
し
ま
す
℃

《
生
○

『
遣
唐
使
将
来
本
」
、
「
新
雛
孫
真
人
千
金
方
」
、
言
ズ
ロ
フ
本
」
と
「
ス
タ
ィ
ン
本
」
を
比
較
し
た
。
遣
唐
使
将
来
本
は
、
「
々
」
と

い
う
ノ
マ
鮎
の
畳
字
を
使
用
し
て
い
る
が
、
「
新
雛
孫
真
人
千
金
方
」
、
「
コ
ズ
ロ
フ
本
」
、
『
ス
タ
イ
ン
本
」
は
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
。

「
遣
唐
使
将
来
本
」
に
は
「
々
」
と
い
う
畳
字
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
遣
唐
使
将
来
本
」
は
、
室
町
期
以
降
、
日
本
人
に
よ

っ
て
抄
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
カ
ナ
の
畳
字
は
、
鎌
倉
時
代
中
後
期
か
ら
室
町
時
代
初
期
に
書
き
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ

文
献

（
１
）
真
柳
誠
、
他
や
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
二
○
八
）
ｌ
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
古
紗
本
『
千
金
方
」
ｌ
遣
唐
使
将
来
本
に
よ
る
唐
代
旧

態
本
、
漢
方
の
臨
床
、
四
四
、
五
六
二
’
六
五
四
（
一
九
九
七
）

【
総
括
】
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（
８
）
胃
ｇ
如
迂
君
君
君
．
－
２
．
○
の
畏
画
‐
巨
．
胃
．
言
、
呉
昌
白
ミ
ー
ミ
呂
迂
＆
○
『
登

（
９
）
広
辞
苑
編
集
部
質
問
箱
君
君
言
』
君
妙
己
四
目
・
８
旨
今
呂
磐
員
言
①
貝
冒
①
目
鼻
呂
曾
・
言
且

（
、
）
橋
本
進
士
Ｒ
文
字
及
び
假
名
遣
の
研
究
二
八
九
、
岩
波
書
店
、
東
京
（
一
九
四
九
）

（
皿
）
中
田
祝
夫
卵
古
鮎
本
の
國
語
學
的
研
究
總
論
篇
六
○
五
六
二
五
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
東
京
（
一
九
五
四
）

（
吃
）
阿
辻
哲
次
、
他
”
何
で
も
わ
か
る
漢
字
の
知
識
百
科
四
三
一
、
三
省
堂
、
東
京
（
二
○
○
二
）

（
昭
）
小
林
芳
規
“
踊
字
の
沿
革
続
紹
、
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
、
二
七
ノ
ー
（
一
九
六
七
）

（
狸
）
水
上
静
夫
”
漢
字
を
語
る
一
八
二
’
一
九
九
、
大
修
館
書
店
、
東
京
（
一
九
九
九
）

（
巧
）
康
煕
帝
却
康
煕
字
典
、
同
文
書
局
原
版
、
香
港
中
華
書
局
、
香
港
（
一
九
五
八
）

（
略
）
白
川
静
却
字
通
平
凡
社
、
東
京
（
一
九
九
六
）

（
ｒ
）
新
村
出
岬
広
辞
苑
岩
波
書
店
、
東
京
（
一
九
九
八
）

（
鴫
）
諸
橋
轍
次
恥
大
漢
和
辞
典
大
修
館
書
店
、
東
京
（
一
九
五
五
）

（
喝
）
江
守
賢
治
蝿
解
説
字
体
事
典
三
省
堂
、
東
京
（
一
九
九
八
）

（
加
）
小
曽
戸
洋
”
中
国
医
学
古
典
と
日
本
ｌ
書
誌
と
伝
承
、
塙
書
房
、
東
京
（
一
九
九
六
）

（
皿
）
大
原
望
卵
和
製
漢
宮
ｇ
三
日
①
日
冨
『
・
昌
葬
雪
国
２
頁
目
ン
国
巳
霞
迎
○
冨
吋
ミ
冒
烏
×
．
三
日

（
６
）
李
継
昌
碗
列
寧
格
一

（
７
）
真
柳
誠
、
他
叩
目

五
一
六
（
一
九
九
七
）

（
２
）
孫
思
遡
恥
新
雌
孫
真
人
千
金
方
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
二
九
八
九
）

（
３
）
馬
繼
興
昌
敦
埋
吐
魯
番
研
究
』
第
二
集
、
中
華
書
局
、
中
華
人
民
共
和
国
（
一
九
九
七
）

（
４
）
馬
繼
興
、
他
酎
敦
煙
文
献
分
類
録
校
叢
刊
敦
煙
瞥
薬
文
鰍
輯
校
、
江
蘇
古
籍
出
版
、
中
華
人
民
共
和
国
（
一
九
九
八
）

（
５
）
閏
麺
旨
両
函
国
障
昌
【
○
国
○
口
国
○
ン
西
国
向
【
国
弓
シ
国
。
【
○
国
ニ
ェ
○
弓
国
肉
○
邑
筥
両
宍
匡
国
国
雷
“
〆
崖
弔
季
高
月
○
ｓ
○
西
演
目
．
氏
．
昏
目
○
国
巴
．

ど
臼
角
團
弓
国
電
乙
畠
○
○
○
頁
ご
蟹
）

（
６
）
李
継
日
弓
列
寧
格
勒
蔵
「
孫
真
人
千
金
方
」
残
巻
考
察
、
二
九
’
一
二
二
、
敦
埋
学
輯
刊
（
一
九
八
八
）

（
７
）
真
柳
誠
、
他
叩
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
（
二
五
）
宋
改
を
経
な
い
『
千
金
方
』
の
古
版
本
二
種
、
漢
方
の
臨
床
、
四
四
、
一
五
一
四
’
一
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佐
藤
喜
代
治
輌
漢
字
百
科
事
典
、
明
治
書
院
、
東
京
（
一
九
九
六
）

宮
下
三
郎
”
日
本
に
き
た
孫
思
遡
、
千
金
方
研
究
資
料
集
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
、
大
阪
（
一
九
八
九
）

松
岡
定
庵
”
千
金
方
薬
註
付
真
本
千
金
方
、
医
聖
社
、
東
京
（
一
九
八
二
）

築
島
裕
卵
日
本
語
の
世
界
五
仮
名
、
中
央
公
論
社
、
東
京
二
四
五
’
二
五
○
（
一
九
八
一
）



ｃ
扇
鰈
紳
ｅ
Ｐ
（
三
Ｃ
ｕ
叶
血
岬
七
鵯
叩
一
恢
蝸
＋
軸
謹
窪
存
・
－
冊
吟
’
一
一
・
壼
暹
匿
專

TheldeographicIterationMarkinSenkinho.

TakanoriMATSUOKA,KoichiYAMASHITA,ToruMURASAKI

Inthe7thcentury,SenkinhowaswrittenbySonshibakuintheTangdynastyChina.This

bookthatwasalteredinlO66inthenorthSungdynastyChinahasbecomeknowninthe

worldnow・Howeverfburseriesofbooksremainedintact,astheywerenotmodified.The

namesofeachbookwereSenkinhoKentoushi-syouraibon,theShincho-sonshinjinsenkinho,

Steinbook,andtheKozlovbook.SenkinhoKentoushi-syouraibonandShincho-sonshinjin

SenkinhoareinJapan,whileSteinandtheKozlovbooksareintheUnitedKingdomandRussia

respectively.Weresearchedtheideographiciterationmarksinthesebooks・InSenkinho

Kentoushi-syouraibon,severalideographiciterationmarkswereused.ButinShincho-sonshin-

jinsenkinhoandtheKozlovbook,onlyoneideographiciterationmarkwasused.Furthermore,

thereweretwotypesofideographiciterationmarksintheChinesecharactertextofSenkinho

Kentoushi-syouraibon.WeestimatedthattheideographiciterationmarksintheKatakana

characterweretranscribedbetweenthemiddleeraofKamakuraJapanandtheearlyeraof

MuromachiJapan.


